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研究成果の概要（和文）：本研究は、さまざまな目的のもとに設計・構築されたデータベースが、大学・研究機
関をめぐる環境の変化から維持・更新に行き詰まりつつある現状を踏まえ、情報構造の転換を図ることで、貴重
な学術資源としての収載コンテンツを普遍的に利活用しうる環境整備を推進した。具体的には、東京大学史料編
纂所歴史情報処理システム（略称SHIPS)を事例に、属性に応じた知識レポジトリを構築してデータベース群から
コンテンツを集約し、さらにオープンデータ形式に転換することで汎用的な利用環境を整備した。

研究成果の概要（英文）：Databases designed and built for various purposes are becoming stuck in 
maintenance and updating due to changes in the environment surrounding universities and research 
institutes. Therefore, in this research, by changing the data structure, we have created an 
environment that can universally utilize the content, which is a valuable academic resource.
Specifically, taking the case of the historical information processing system of Shiryo Hensan-jo 
(the Historiographical Institute,the University of Tokyo) as an example, construct a knowledge 
repository corresponding to the type of data, collect contents from the database group, and convert 
it to an open data format. So, We prepared an environment that can be used for general purpose.

研究分野： 日本中世社会経済史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術基盤として活用されているデータベースが、さまざまな事情で維持・更新が困難となる状況はさまざまな分
野で発生している。本研究は、歴史系データベースを主対象として、収載されている貴重なコンテンツを失うこ
となく維持・発展させる方法論を提案した。あわせてオープンデータへの転換を図ることで、データベースや機
関の枠組みを越えた汎用的利活用の実現を見通した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
2000 年以降の電子的ネットワークの拡大に応じて、大学・研究機関では従前の研究蓄積を、デ
ータベースとして整備し、その活用を促進した。結果として歴史学研究においても、そうした
環境は基本的なインフラとして認識され、広汎に利用されるに至っている。しかし開発に従事
した研究者の引退や、研究環境の変化などにより、その維持・更新に支障が生じるケースが散
見されるようになった。データベースとデータが一体化していることにより、有用なデータも
失われてしまう可能性が予見されたことから本研究を企図したところである。 
 
２．研究の目的 
貴重な学術資源としてのデータを保持・発展させてゆくために、情報システムの総合的な構造
転換を図り、個別データベースの消長・再編に左右されない、普遍的な知の蓄積・公開のスキ
ームを構築することを意図した。加えて機関や組織の別をこえた汎用的な知識ベースを設計し、
オープンデータなどの手法を用いることで、歴史情報の共有化を推進することを目指した。 
 
３．研究の方法 
研究代表者の所属する東京大学史料編纂所では、1980 年代より歴史情報システム（SHIPS）構
築を始め、現在およそ 30種のデータベースを擁している。本研究においては、このデータベー
ス群を素材として、以下の４つの視点から研究目的の達成につとめた。 
(1)DB 間に共通するデータ群の析出と DB 固有のデータおよび機能の明確化 
SHIPS 配下のデータベース群に収載されたデータを精査し、共通の属性を有するデータ群を析
出することで、データベースと一体となり固有に保持されているものと、分離して汎用的に運
用すべきものの弁別を行い、後者をいかに知識ベースに集約してゆくべきか分析を進めた。 
(2)共有データ生成に関する標準仕様の策定と知識ベースの整備 
知識ベースへと誘導すべきデータ群について、データベースから抽出して汎用的に利活用を可
能とするための標準化仕様を策定するとともに、知識ベースの設計および開発を推進した。 
(3)知識ベースと DB 群を媒介する API 機能の確立 
汎用的なデータを集積した知識ベースに対して、個別のデータベースから参照を可能にするた
めの API を設計・構築し、高度な検索を可能とする環境の整備を目指した。 
(4)データレベルにおける機関間連携 
設計・構築した知識ベースを、他の機関からの応答も可能となる形へと汎用化することで、従
前のデータベース連携と比して、より高度で柔軟な相互運用の実現を目指した。加えて知識ベ
ースのオープンアクセス化を検討することで、研究者個人やグループが自由にデータを利活用
しうる環境の構築を目指した。 
 
４．研究成果 
(1)SHIPS が擁するデータベース群から、人物情報を集約し、利活用を可能とする人物情報レポ
ジトリを設計・構築し、19 種のデータベースから総計 40 万件以上の関連データを蓄積した。
その結果、前近代における人物情報を総覧しうる環境が整いつつある。 
(2)人物情報レポジトリを SHIPS 配下のデータベースから汎用的に参照できる API を設計・構築
し、実際の運用を開始した。同 API は現在史料編纂所が公開を準備している「新花押データベ
ース」に実装され、花押を記した人物やその周辺情報を参照する機能を担っている。また同レ
ポジトリを直接検索するためのインターフェイスも開発し、史料編纂所内で試験運用が始まっ
ている。このインターフェイスには、Creative Commons ライセンスに対応したライセンスマー
クを表示する機能を与えるとともに、HTML や CSV に加えて JSON や Turtle といった機械可読な
形式での出力を可能とする環境を整え、機械学習，AI，ビッグデータ処理といった利用にも対
応している。 
(3)人物データを強化するために、史料編纂所がかつて刊行した史料集を中心に、人名索引デー
タをデジタル化ののちレポジトリに収載した。本研究を通じて資源化した具体的な史料は『御
堂関白記』『殿暦』『後深心院関白記』『後法成寺関白記』『建内記』『上井覚兼日記』『碧山日録』
『二水記』などである。これらデータについては SHIPS より公開する「中世記録人名索引デー
タベース」から一般に利用することが可能となっている。 
(4)SHIPS データベース群から地理情報を集約した、地理情報レポジトリについては、所内デー
タべースから参照する API のみならず、外部からの参照を可能とする API の構築を行った。同
API を活用することで、2017 年度より国立歴史民俗博物館の「荘園データベース」との連携を
実現した。これによって知識ベースを機関間で高度に利活用するスキームを提示した。 
(5)知識ベースとなるレポジトリ収載データについては、オープンデータの標準的形式である
RDF への転換を推進するとともに、データ利用条件に関するライセンスを一括付与するための
機能を開発し、検索機能との連動性を担保した。 
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